
※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、５兆７，１６５億円（総会計）

うち 震災対応分 548,952 389,791 24,589 414,380 75.5

計（総会計） 1,789,777 1,518,422 32,381 1,550,803 86.6

うち 震災対応分 86 118 118 138.3

公 営 企 業 会 計 28,373 28,075 28,075 98.9

うち 震災対応分 1,028 1,429 1,429 138.9

準公 営 企業 会計 18,320 17,835 17,835 97.4

うち 震災対応分 10,182 1,955 1,955 19.2

特 別 会 計 278,635 236,893 236,893 85.0

86.6

うち 震災対応分 537,656 386,289 24,589 410,877 76.4

補正後予算額 B

一 般 会 計 1,464,448 1,235,619 32,381 1,268,000

○ 　今回の補正予算は、東日本大震災からの復旧・復興経費として、東日本大震災復興交付

金の第１９回申請に係る交付見込額の基金積立とこれを財源とするほ場整備等のほか、東

北観光復興対策交付金を活用したインバウンド拡大に係る経費などを予算化

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
平成２８年度
11月現計予算額

 A

平成２９年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100９月現計予算額 今回補正額

　※平成２２年度から平成２８年度は最終予算額、平成２９年度は１１月補正（第５号）後現計の累計

○ 　また、平成２８年度決算剰余金の積立てなどを予算化するほか、南部地区職業教育拠点

校整備に向けた設計費や道路・河川の県単独公共事業などについて債務負担行為を設定

平成２９年度１１月補正予算（第５号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

宮 城 県

平成２９年１１月


